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新しい時代を生きる子どもに必要な資質・能力を育成する学校を支援します 

北信教育事務所学校教育課では、カリキュラム・マネジ

メントの３つの側面を踏まえて、子どもたちの資質・能力

の育成を目指しています。新しい時代の教育の実現が求め

られている中で、従来の学校教育を更新させ、学習指導要

領を着実に実施しながら「新たな時代を切り拓く学び」を

【自律的な学び】【協働的な学び】【個別最適な学び】【探究

的な学び】【社会に開かれた学び】と捉え、グランドデザイ

ン（右図）に位置付けました。今回は１学期の学校訪問か

ら、３つの学びについて各校の取組を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高山小学校では、子どもたちの自己教育力の育成を目指して、「プランニングタイム」を試行してい

ます。「プランニングタイム」は、週末に行う「自主学習」の計画を立てる時間です。この時間を通し

て、家庭学習の充実を図り、子どもたちの自律的な学びを促しています。 

 ４年１組では、プランニングタイムの前半に、これまで取り組んできた各自の自主学習ノートを見合

う活動が位置づけられました。担任の中澤先生が、「今日は、

ほかの人が自主学習ノートにどのような学習をしているか

見てみよう」と伝えると、Aさんは、「ちょっとだけ気になっ

てきた」とつぶやきました。友達のノートを見合った後、週

末の自主学習の内容をプランニングシートに記入していき

ます。プランを立て終わった児童は、担任の中澤先生にプラ

ンの確認をしてもらうのですが、教室の所々から「先生、今

日やっちゃだめでしょう？」「今日、やりたいんだけど！」と

いった声が聞こえてきました。自分で計画を立てると、すぐ

に取り組みたくなるのでしょう。岡田校長先生は、「自分で課

題を見つけ計画を立てて楽しみながら勉強することを継続し、自己教育力を育成したい」とおっしゃっ

ています。自分に必要な学習を自分で計画を立てて、自分で取り組むといった自律的に学んでいく姿に

つながる実践が高山小学校ではスタートしています。 

子どもたちの自己教育力を引き出し伸ばす 
プランニングタイム 

 

シリーズ ～新たな時代を切り拓く学び～ 

第４号 

令和３年９月 17日 

 

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、 

個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）（中教審第228号）における 

ポイントを絞った【総論解説】はこちらからご覧いただくことができます。 
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墨坂中学校３学年の宮下先生の社会科の授業では、戦時下の人々の暮らしに

ついて、各自が疑問に思ったことを追究していきました。Ｎさんは、「長野県や

須坂市周辺にも疎開してきた人はいるか。また、どのくらいの人が疎開し、どん

な生活をしていたか」という問いをたて、タブレット端末を使って調べました。 

Ｎさんは、まず疎開先 長野県と検索し、長野県には多くの疎開児童が来てい

たことが分かると、さらに詳しく調べようと疎開先 場所 、疎開先 長野県内 と検索し、長野県は全国で

２番目に多かったことや、県内の多くの温泉地で受け入れが行われ、宿泊施設によっては一般客よりも疎

開児童の受け入れを優先していたことを捉えました。続いて疎開先 生活と検索し、戦時下は食料難で疎

開児童は主に畑仕事に従事していた記事を見つけると、疎開先 食事と検索する中で、思っていた以上に

食料難の中で子どもたちは食べる物がほとんどなかったことが分かりました。そこで、他にも苦しい状況

があったのではないかと考え、再び疎開先 生活と検索し、病気になる子どもが多くいた資料も見付け、

疎開児童の生活の実際に迫っていきました。振り返りでＮさんは、「長野県への疎開が多くいて驚いた。

思った以上に貧しい生活を強いられていた。」と記述しました。学童疎開への理解が進む中で生まれた新

たな疑問を解決しようと調べていくことで、疎開先での子どもたちの生活は予想以上に大変なものであっ

たことを捉え直し、学童疎開への理解を深めることができました。 

この授業ではＮさんのように、どの生徒も自分のたてた問いの解決に向けて、一人になって自分のやり

方で調べる姿がありました。授業者の宮下先生が、問いをじっくり調べられる時間を確保したこと、子ど

もたちが関心を寄せ、戦時下の様子を深く捉えていく窓口として学童疎開を取り上げたことが、生徒の自

律的な学びにつながっていました。 

 

 

 

 

 

 

  

中条中学校２年１組の石津先生の授業では、外国語「ＡＬＴ

に中条の名所を紹介しよう」という単元で、自分で作成したス

ライドを使って「中条のよさがよりよく伝わるように」発表の

練習を始めました。 

Ａさんは、中条の写真や地図を使って即興的に発表すること

は難しい様子でしたが、既習の表現 There is ～等を使い１回

目の発表を終えることができました。その発表を聞いていたＢ

さんは、１枚の写真が気になりました。「What’s this?」と聞くと、Ａさんは「Look! Look!」と言っ

て、その写真が載ったスライドを拡大します。「This is 竜… 竜って英語で何て言うんだっけ？」Ｂさん

は「Dragon だよ！」と応じます。「そっか！Look! A dragon is here.」Ａさんの新たな英文が、Ｂさ

んの質問から生まれた瞬間でした。 

２人の言語活動は、教科担任が指示したものではなく、２人の「ＡＬＴに中条のよさを伝えたい」とい

う願いから自然に生まれたものです。子ども１人ひとりのもっている力、異なる考え方等を組み合わせる

ことで、よりよい学びを生み出していく「協働的」に学ぶ姿勢につながることが分かりました。 

問いの解決に向けて、主体的に学ぶ生徒の姿 

「What’s this?から生まれたもの」 
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長野市立三本柳小学校 4 年生の子どもたちは、学校周辺を探

検し、気付いたことを地図にまとめる活動に取り組みました。住

宅と住宅の狭間にある畑を見て、「この辺って昔は畑だったんだ

ろうなあ」と、かつての町並みがどんな様子だったのか気になっ

ている姿が見られました。 

この姿に気付いた担任の島田先生は、「子どもの中に『問い』

が生まれたら、もっと夢中になってこの町を知ろうとするだろ

う」と考えました。子どもたちが楽しみながら地図をまとめてい

る姿を見て、「昔の地図と比べる活動を取り入れたら、子どもの

『どうして？』がたくさん生まれるだろう」と、現在と昔の地図を比較する活動を計画しました。 

30年前の住宅地図と出会ったKさんは、「家が無い。学校が無い。畑ばかり」と、現在と昔の違いに

気付いていました。しばらく、あれがないこれがないと、友だちと語り合いながら地図を見入っていた

Kさんは、突然、学習カードに「学校の前にある道は、今も昔もある」と、メモし始めました。 

比較する活動の中でＫさんは、「相違点」だけでなく、「共通点」があることにも気付き、そのことに疑

問を感じたようです。 

先生から発表するよう促されると、Kさんは、「この道は今もあるけど、昔もあったから、どうしてな

のかもっと知りたい」と語っていました。Kさんの探究的な学びがスタートした瞬間でした。 

 

  

 

 

＜全国の学校における働き方改革事例集 令和３年３月文部科学省＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの「どうして？」でスタートする 
 総合的な学習の時間  

「学校の働き方改革」の今 

全国の学校から集めた、どの学校でも実現できそうな取組について、分野ごとに削減目安 
時間とともに記されています。また、ＧＩＧＡスクール構想に伴い、ＩＣＴ環境を通じた校 
務効率化の事例や新型コロナウイルス感染症対策の結果として見直された内容も多く紹介さ 
れています。こうした取組の成果をこちらからご覧いただくことができます。 



北信地区活動だより

地域の皆さんにとって、学校はどのような場所でしょうか。コロナ禍の今、以前のように気

軽にお越しいただくことが難しい時期かもしれませんが、そんな中でも「畑」や「花壇」を、

地域の皆様と子ども達との交流や学びの場としている学校が増えてきています。

長野市立山王小学校は、校舎内に花が飾られ、中庭にはベンチが
整備されています。これらは地域ボランティアの活動で整えられたものです。
始まりは３年前。当時、手入れが充分に行き届いていない中庭を見た、卒業生でもある保護者の

方が、中庭を子ども達が遊べる場所にしたい、と始めたのが「花いっぱい」の活動です。最初は３
人でスタートし、中庭の掃除から始めた活動も、今では口コミでメンバーが増え、校舎内を飾る花
を生けたり、中庭の整備をしたりすることを通して、環境整備を行っています。

「子ども達の為になる＋自分達も楽しい
～無理せず続ける『花いっぱい』の活動～」

NO．１８（令和３年７月）北信教育事務所生涯学習課 文責：指導主事 岡田 絵美

山王小

「活動を続けるコツは、自分達自身が楽しむことです」

活動は、毎週月曜日の１０時からです。活動の時には、ボラ
ンティアの目印でもある、オレンジ色のベストを着用します。
このベストのおかげで、子ども達にもボランティア活動をして
いることが伝わります。
また、活動にあたっては「できる人が、できる時だけ」とい

うことを大切にされているそうです。気軽に集ったメンバーの
皆さんで、楽しみながら、校内に飾る花を生けていきます。

みんなで花を生ける時間は、まるでミニ華道教室です。この時間
が自分達の学びにもなっていて、楽しい時間です。

メンバーの発案で、児童玄
関に「山王小のどこにある
？○○」という花紹介の掲
示を行っています。子ども
達が花に興味をもつきっか
けになっています。

【ボランティアさんの声】
子ども達が、「ありがとうご
ざいます」「何かやることあ
りますか」と声をかけてくれ
ます。また、お花がある環境
を提供できていること、その
中で子ども達が遊んでいるこ
とが、すごく嬉しいです。
この活動を始めて良かった！

ベンチやレンガ道が整備された中庭

- ４ -
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地域とともにある学校づくりの充実に向けて、学校や地域に出向いての信州型CSの基礎研修や
実践事例の紹介などをします。お気軽に連絡していただけたらと思います。

■■お問い合わせ先■■
北信教育事務所生涯学習課 〒380-0836 長野市大字南長野南県町686-1 担当：岡田
Tel：026-２３４-９５５２ E-mail： hokushinkyo@pref.nagano.lg.jp

須坂市立仁礼小学校では、例年花壇づくりを行っていますが、児童数の

減少や、児童会活動の回数が減ったことに伴い、負担が増しているという

課題がありました。そこで、今年度最初の学校運営委員会で「地域の皆さんも一緒に花壇づくりをし

ていただけませんか？そして、子ども達とも交流しませんか」と相談をしました。その後、関わって

くださる方を募り、今年度から地域の皆さんと一緒に作る学校花壇の活動が始まりました。

ポイント
「花壇や畑を、地域の方にとっての居場所の一つに」

・花壇や畑などは、地域の方にとって訪れやすく、草取りや花の手入れなどを通して、継続
的に学校に関わっていただける場所です。ここでは、地域の方に様々な場面で子ども達と交
流していただくことはもちろん、その他にも、気軽に集うことで、地域の方同士がヨコのつ
ながりを広げたり、ボランティアに関わっていきたいと思う方が増えていったりすることが
期待されます。
・理科や生活科等、学習内容に応じて、子ども達の学習の場と意図的に重ねることで、地域
の方から教わったり、共に活動していただいたりしながら学習を進めることも可能です。

【活動の様子から】

仁礼小 「一緒に楽しむ、花壇づくり～地域の方は先生～」

顔合わせでは、地域の方の自己紹介の後、担任の先生が「お住ま
いの地区はどこですか？」と質問していました。「○○地区です」
と答えると、子ども達が「同じ地区だ」「イエーイ！」「会ったこ
とあるかも」と嬉しそうに反応しており、一気に親近感が増した様
子が見られました。

その後始まった作業では、地域の方が子
ども達の名前を呼びながら作業されていた
ので、少しお話をお聞きしました。

【地域の方の声】
これまで、普段は子ども達と交流す

ることはなかったけれど、これをきっ
かけに交流の機会が増えるといいと思
っています。今日は、一人でも名前を
覚えようと思って来ました。

子ども達も「○○さん、これでいいですか」等と名前を呼びながら

作業をしていましたが、次第に「○○先生」と呼び方が変わっていったのが印象的でした。子ども達

にとって、寄り添いながら一緒作業し、どうすれば良いのかを優しく教えてくれる地域の人が、自分

たちの先生なんだと自然に感じた、だから先生と呼びたくなった、そんな姿に思えました。

仁礼小学校では、これからも継続的に地域の方が花壇の活動に関わってくださるそうです。

- ５ -
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北信地区活動だより

コミュニティスクールの活動を充実させるために「熟議」を取り入れて、願いや目的を共有

しようとする学校が増えてきています。１９号では、夏休みを利用して行われた熟議の様子に

ついてご紹介します。

千曲市立八幡小学校では、学校、家庭、地域が連携を密にして、
子ども達の健やかな成長を支えることを目的とした「八幡っ子支援

委員会」が組織されています。学校運営についての意見交換や、年間を通した見守りボランティア
やお掃除ボランティア等が行われています。また、近くにある公民館と連携して、しめ縄教室や書

き初め教室も行われています。

「地域の方と、学校職員が語り合う子ども達の姿
～公民館での熟議～」

NO．１９（令和３年８月）北信教育事務所生涯学習課 文責：指導主事 岡田 絵美

八幡小

「多くの先生方も参加できる夏休み中の開催」

今回は、初めての熟議の試みとして、夏休み中に公民館で行われました。日頃、学校運営委員会等
の多くの会議は学校が企画をして、学校で行うことが多いのですが今回は、八幡っ子支援員会委員長
さんが中心となって共に企画し、公民館で開催する
こととしました。通常の学校運営委員会では、担任
の先生方が参加する機会はあまりありませんが、夏休
み中に設定したことにより、多くの先生方と地域の皆
さんとが顔を合わせてお話する機会となりました。

【八幡小 八幡っ子支援委員会の次第】
１ 開会の言葉（教頭）
２ 挨拶 （運営委員長・学校長）
３ 協議
①「八幡っ子委員会」規約について

（運営委員長）
②活動報告と本年度の事業計画について（教頭）
③八幡小学校児童の様子について

（各学年主任・生活指導係）
４ 千曲型コミュニティスクールについて

（市教育委員会）
※１～４までで、約４５分

５ 熟議「八幡っ子について」… 約４０分
各グループからの発表 … 約５分

６ 挨拶（学校長）
７ 終わりの言葉

※約１時間３０分

【校長先生の挨拶より】
今日は、八幡小の子ども達について語り合う初めての試みです。いつも

は地域の方に学校へ来ていただいていますが、今日は職員が地域に出てき
ました。職員にとっても地域の方と顔を合わせて語る良い機会です。ぜひ
最後は皆さんに笑顔で帰って欲しいなと思います。

【事前に出された案内通知】

共同での企画・準備と
連名での通知発出

話す内容の例示

終了時刻の明示
＝参加しやすさ

- ６ -
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地域とともにある学校づくりの充実に向けて、学校や地域に出向いての信州型CSの基礎研修や
実践事例の紹介などをします。お気軽に連絡していただけたらと思います。

■■お問い合わせ先■■
北信教育事務所生涯学習課 〒380-0836 長野市大字南長野南県町686-1 担当：岡田
Tel：026-２３４-９５５２ E-mail： hokushinkyo@pref.nagano.lg.jp

今回の熟議では、地区ごとに５グループに分かれました。一つのグループの人数は７人～９人、地

区担当の学校職員が２名ずつ入り、記録と発表役を担いました。

「熟議を取り入れてみませんか～熟議企画のポイント～」
熟議は目的とやり方が決まれば、手軽に取り入れることができます。また、熟議に要する時間は説

明や振り返りを含めて、１時間程度から可能です。熟議を行う機会を増やし、語り合うことを通して

願いを共有し、コミュニティスクールを充実させていくことが求められています。

以下のポイントを参考にしながら、熟議を企画してみませんか。

【熟議企画のポイント】

①熟議の目的は？（何を願うのか）…コミュニティスクール推進上の課題から考えてみましょう

例）・運営委員会で意見が出ない、活性化したい

→ざっくばらんに話をすることを通して、気軽に話し合えるような関係構築のきっかけにする

・コミュニティスクールの目的がはっきりせず、やらされ感がある

→何のための活動なのか、子ども達の育ちについて語り目的を共有する

・コミュニティスクールについて理解が足りない

→研修的な内容＋それを元に、どのように取り入れられるかを話し合い、活動につなげる

②どんな場で実施し、誰が参加するのか…学校運営委員会、土曜参観日、地区懇談会など

③熟議の前→説明や情報提供 熟議の後→共通理解やまとめ をどのようにするのか

【実際の熟議の様子から】

徐々に雰囲気がほぐれてくる中で、課題に感じていることや、子ども達の育ちの様子が語られてい

ました。熟議の最後には、各グループで話し合われたことが発表され、共通理解を図ることが大切に

されていました。

カバンが重いせいもあって下級生は歩くのが遅くなる
けど、上級生はそれを分かっていて見守ってくれている
みたいです。「お互いさま」という感じで、１年間かけ
て分かってくる、それでいいと思います。うちの子も、
毎日がんばってます。

子ども達、特に低学年はカバンが重
くて大変そうなんだけど…。

カバンの重さはデメリ
ットと思っていたけれ
ど、皆さんのお話を聞
いて、思いやりや体力
向上の面で良さもある
と分かりました。

【熟議に参加した先生の感想】
八幡のことを知っていると思っていましたが、地域の方と話をして、まだまだ

知らないことがあるのだと分かりました。これからも、もっと地域と繋がってい
きたいと思います。

【運営委員長さんの感想】
先生と地域で、思いを共有するきっかけとして、まず１回目の熟議ができて良

かったです。まだまだ試行錯誤していますし、手探りですが、こういうことを今
後につなげていくことが大切だと思っています。

「熟議」を取り入れたい学校を支援します～指導主事がお伺いします～

- ７ -
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